
◆予算、総合計画実施計画で関連明示（R4年3月）
◆観光戦略プラン等策定時のSDGs視点の織込み

◆庁内各課の相談対応
◆未来都市関係検討、国の研修参加

◆企業連携の協議、ヒアリング
◆ホームページ、ＳＮＳ、メディア
◆「身近なSDGs」の募集、PR

◆ 啓発ステッカー

◆記者会見、市報、市民課モニター、年賀状鏡PR

◆市議会、地域、校長会等での説明

◆第１回SDGs庁内セミナーの開催（9/1） ◆庁内広報誌｢SDGs Now！｣の発行

【演題】
「夢を実現できるまち 誇れるまちへ
導く ローカルSDGs」

【講師】
松江市SDGsアドバイザー
（サステナビリティ・アドバイザー）
川久保 俊 氏（法政大学教授）

【対象】
市長・副市長・教育長・企業局長・
部長級以上職員（一般職はWeｂ配信）

松江市のSDGs推進の現状についてSDGs未来都市 松江

１．2022（R4）年度の主な動き

◆松江市SDGsアドバイザーの委嘱（9/1）

◆部長会、主管課長会での価値観共有
◆庁内各課との連携強化（特に環境部門）

左：「市民パートナーシップ・アドバイザー」
松本 一郎 氏（島根大学 教授）

右：「サステナビリティ・アドバイザー」
川久保 俊 氏（法政大学 教授）

【松江サステナビリティポリシー（松江市SDGs推進基本方針） 2022年7月】の視点

市の施策への反映

多様な主体との連携

職員の理解促進推進体制

進捗管理

◆プロセス評価実証実験に参加（10月～）

◆ まちづくりアンケート

【実施期間】
9月～10月

【有効回答数】
・市民（無作為抽出、 1,173名、39.0%）
・学生（3回生又は2回生、318名、16.6％）
・高校生（2年生、1,524名、76.3％）
・中学生（2年生、1,555名、88.6％）

「TSUMUGI@」
市内部におけるSDGsに
関する理解度や推進体制、
進め方などに関するセル
フチェックのためのオン
ラインツールの活用

SDGs推進課設置（2022.4.1）
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「SDGs未来都市」とは？

（１）制度概要
・SDGsに先導的な取組を行う都市を内閣府が選定（外部委員会審査)
・2018（H30）～2024（R６）年度の７ヶ年で210都市を選定予定
・未来都市30都市程度/年、うち10事業程度がモデル事業に選定

（２）選定による主なメリット
・関連施策実施にあたり関係省庁タスクフォースによる支援
・関係省庁・有識者による「未来都市計画」への助言・情報発信 など
・財源支援

〈未来都市〉 地方創生推進交付金（※）１事業枠追加（現行7→８枠）

（※）R5年度から「デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）」に名称
変更

〈モデル事業〉 地方創生支援事業費補助金

① 全体マネジメント・普及啓発経費：補助率100%・上限1,500万円
② 事業実施経費：補助率50%、上限1,000万円

２月２7日（月）･･･「SDGs未来都市」提案書を国に提出

３月２7日（月）･･･国の外部委員会で書面審査、
ヒアリング対象団体に決定

「自治体SDGs推進評価・調査検討会」

（座長：村上周三 東京大学名誉教授）

４月２１日（金）･･･オンラインヒアリング審査（市長がプレゼン）

５月22日（月） SDGs未来都市に選定・授与式開催

２．2023（R5）年の年明け以降

SDGs未来都市
「国際文化観光都市 松江」の豊かさ創出

～地域と世代をツナグ「水の都」と「城下町」の
持続可能な発展を目指して～

選定！

自治体SDGsモデル事業
「水の都・MATSUE DREAMS」で達成する

持続可能な経済・社会・環境
選定！

選定証授与式の模様

島根県内で初めて！
モデル事業にも選定！

（今年度、中四国地方で唯一！）

【自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会（内閣府の外部委員会）からの講評】
◆具体的な事業、統合的な事業、相乗効果、自律的好循環についてよく整理

されていると思料する。市長のリーダーシップに加え、市役所の体制づくり
が必要であると思料する。

◆全体計画もモデル事業も丁寧に計画されている。実現可能性が高いと期待
できる。

◆水、自然との共生によって国際観光都市を目指しており、ロジカルモデルの
導入に加え、観光・意識改革・ブルーカーボン事業で好循環を目指している
ことが評価できる。モデル事業は宍道湖・中海などの豊かな水域を守る事
業提案であり、評価できる。

◆コンソーシアムの形成、運営の準備状況と組織的なスキーム、その仕組みと
うみづくりプロジェクト、ヘルスツーリズム、水の都のトリセツ、松江流ブルー
アップサイクルなどの総合的な情報共有、運営連携の仕組みを期待する。

◆市民の参加のかたちが見えないため、具体的にどのように進めるのか枠組
みを打ち出すと良いと思料する。

◆うみづくりという観点においては、マーケットについて考える必要がある。

・「３側面」の視点での取組を基本。
・「統合的事業」によって３側面の
関係をより強く結びつけ、相乗効
果を上げる。
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モデル事業
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統合的事業

松江流「水の都」NEXTプロジェクト

Network
ステークホルダーのネットワーク

Enthusiasm
まちづくりへの熱意

Trial
失敗を恐れないチャレンジ精神

X
未知の出来事・経験

■「水の都」コンソーシアムの設立
➡市民・行政・企業・大学・金融機関などによるSDGsの推進母体

■松江市SDGsウィーク
➡島根大学・法政大学との連携により、シンポジウム・フィールド

ワーク・海ごみアート展示などを行うイベント週間

■企業宣言・登録制度の創設
➡サステナブルツーリズムに取り組む観光事業者、地産地消の循環

経営を行う農業事業者など、民間企業のSDGsへの取組みをPR

■入札指名登録の加点制度の導入
➡上記宣言・登録企業の公共調達（総合評価）における加点評価

■ふるさと寄附の拡大
➡循環型漁業再生などSDGs関連事業に充当、SDGｓ意識の高い

企業への訴求

➢ SDGs推進ビジネスパッケージ

（次世代人材の育成とコミュニケーションの質向上によるステーク
ホルダーの持続可能な三方良しの実現）

〈全体マネジメント・普及啓発〉

〈全体マネジメント・普及啓発〉

➢ 「水の都」だんだんコミュニケーション

■ふらっと縁カフェ＋SDGs
➡市長が市民と直接SDGsを語る

■出張SDGs出前講座
➡学校・地域の身近にあるSDGsを学ぶ

■パートナーシップ・アクションレター
➡ステークホルダーの役割分担と相互評価の「見える化」

■「MATSUE SDGs NOW!」の発信
➡市民の自主運営によるＷＥＢでのSDGｓ情報の発信

〈全体マネジメント・普及啓発〉〈事業〉

水域資源の保全・活用の両立による
経済循環のロールモデルを構築

➢ 松江流ESD（※）プロジェクト

■ミライソウゾウプログラム
➡「MATSUE DREAMS 2030」に紐づくSDGsの

取組みを教育プログラムにして中高生に提供

■「水の都tube」僕らのESDプロジェクト
➡市民がSDGsを身近に感じ気軽に取り組める「水の

都」をテーマにした動画教材を子どもたちと制作

■ジュニアSDGsリーダー育成
➡大学教授を講師にフィールドワークや合宿方式

で行う、中高生対象のリーダー育成講座

➢ 「水の都」コンソーシアム

（※）ESD：Education for 
Sustainable 
Development（持続可
能な開発のための教育）
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３．現在の進捗管理状況
❶施策のKPI評価

【進捗管理の基本的考え方】

【推進体制】

※青文字は総合計画（本編）のKPI。その他は主に総合計画（別冊）から採用

アドバイザー会議

SDGs推進員
（各課係長級）

SDGs推進チーム
(各課課長級）

松江市SDGs推進本部会議
（本部長：上定市長）

総合計画
審議会報告

反映

S
D

G
s

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・広
報
企
画
官
・事
務
局

分類 単位 区分 現状値 2022年実績

① 　観光消費額 349 459 750

2023年度末

公表見込

小学生 79 77 87
中学生 68 66 72

　住みやすさを実感する市民の割合 82.9 81.5 90

2023年度末

公表見込

　二酸化炭素排出量 1,434 1,345 916

宍道湖 4.7～5.3 4.44 4.6
中海 4.4～5.2 3.97 4.4

宍道湖 0.45～0.52 0.47 0.47
中海 0.50～0.59 0.39 0.46

宍道湖 0.038～0.056 0.04 0.039
中海 0.048～0.064 0.03 0.046

② 　創業数（新設法人数） 88 102 120

　市内企業Ruby売上高 1,307 1,700 1,970

　かんべの里工芸品販売額 2,165 8,980 8,745

　第1次産業新規就業者数

　　　　　 （2022年度からの累計）

　農水商工連携での新商品開発数
             （2010年度からの累計）

　観光入込客数 537 716 1,020

　観光宿泊客数 115 148 219

　外国人観光宿泊客数 0.8 0.4 8.6

　男性の育児休暇取得率 － 　－ 50

　子育て支援策の満足割合
　           （子供1人以上・４０代まで）

62 76 80

小６ 36 48 55
中3 38 56 60

　固定的な性別役割分担意識にとらわれ
  ない市民の割合

74.7 79.9 80

　中心市街地の水辺が利用し　やすいと
  感じる市民の割合

51 36.7 62

　災害時の安心感を持つ市民の割合 41.4 40.7 51

　再エネ･･･未定 - -
R5地球温暖化対策実行計画

策定により決定
独自

　海岸等漂着ごみボランティア清掃参加
  者数

5,703 5,921 6,700

2023年10月頃

判明見込み

③ 経済 　観光宿泊客数【再掲】 115 148 219

モデル事業 社会 　水域の利活用ガイドライン作成数 - - 4 独自

環境
　水環境にまつわるアップサイクル
  実現数

1 1 4 独自

経済
➡環境

環境
➡経済

経済
➡社会
社会 2023年度調査

➡経済 結果により決定

　認定ジオガイド55人 　認定ジオガイド55人 　認定ジオガイド80人

　環境市民会議会員 　環境市民会議会員 　環境市民会議会員

　（個　人）205人 　（個　人）205人 　（個　人）225人

　（団 体）49団体 　（団 体）49団体 　（団　体）54団体

　（事業所）105企業 　（事業所）105企業 　（事業所）115企業

36.4 36.4 18

29.8 29.8 15

種類

環境
 ➡社会

社会
 ➡環境

　将来の夢や希望を持っている児童 ・
  生徒の割合

　宍道湖・中海の水質　（全りん)

　宍道湖・中海の水質　（全窒素)

人・団体・企業

％

千円/年

億円

人

品　「水の都」の商業利用の増

万人

種類

％

1,187 1,230

16,000 40,226 30,000

1,080

独自

独自

2025年

2

666

自治体SDGs
の推進に資す
る取組み（３年
間）

　ふるさと寄附額
（使途：宍道湖・中海などの自然を生かしたまちづくり）

　水域を「身近に感じていない、わから
  ない」とする市民等の割合

　認定ジオガイド養成数
　及び環境市民会議会員数

　全国学力・学習状況調査における全国
  平均値以上の学校の割合

　１人１日あたりのごみ排出量

2030年のあ
るべき姿の実
現に向けた優
先的なゴール、
ターゲット

　宍道湖・中海の水質　（COD75％値)
2025年

※次期島根県湖沼水

質保全計画（2024年

度～）改定に合わせ見

直す

社

百万円

千円

4.5 4.5

- -

　観光消費額【再掲】 349 459

　UIターン者数

％

971

環
境

社
会

38 150

76 88 96

人

品

万人/年

万人/年

万人/年

人

g/人日

2025年

千ｔ-CO２

ｍｇ/Ｌ

経
済

35

1,046

-

％

％

％

％

項目 計画目標値

経
済

億円

２０３０年

　第一次産業の産出額 億円 95 102

社
会

％

％

　合計特殊出生率 1.53 2.22

環
境
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❸市民アンケート❷市内部のプロセス評価･･･「TSUMUGI＠（ツムギアット）」
■セルフチェックのため自治体版SDGs診断ツールの試験導入（7月～）
➡2021年から、つくば市、川久保俊氏（法政大学教授、松江市SDGsアドバイザー
<サステナビリティ・アドバイザー>）の協力で民間企業が開発
➡ 2022年度、14自治体（松江市、相模原市、徳島市ほか）による実証実験に参加
➡2023年度から導入
➡ 「松江市SDGs推進本部会議（8/31）」及び 「松江市総合計画審議会（10月）」

でその診断結果を報告

【市民が特に力を入れている分野】
（目標３）すべての人に健康と福祉を、（目標１１）住み続けられるまちづくりを、（目標１２）つくる責任 つかう責任

フレームワーク診断結果
（2023年８月）

アクションフェーズチェック
診断結果（2023年8月）
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4．未来都市選定以後の動き

(1)市民への情報発信

(２)市役所内部での浸透

「市報松江」7月号特集記事

SDGsスタディパネルによる啓発

「まつえ環境クリエイ
ティブディレクター」
新羅慎二氏（湘南乃
風・若旦那）の企画イ
ベント「JUNKAN
TALK」

LGBTQ支援団体との
コラボ啓発

「JUNKAN TALK」や松江水郷祭におい
てSDGsのゴールごとに、関連するキー
ワードや世界と日本の現状を周知
（＠新庁舎2階）

SDGs未来都市・脱炭素先行
地域とのコラボ啓発

TV放送、SNSなどによる
情報発信

イオン松江店、8/17～

■職員個人への浸透
・「SDGsバッジ」の着用推進
➡職員（企業局含む）、市議会議員への購入斡旋

・新たな職員名札への「SDGs未来都市」文字の刷り込み
➡職員提案によるデザイン候補に投票（7月～８月）

➡2023年度内に新しい名札へ切り替え予定
・職員向け「SDGs文庫」の設置（8/31～）

➢ 松江市オリジナルSDGSロゴ
マークの作成

➢ 市内企業へのSDGsセミナー
➢ 松江市SDGsシンポジウム
➢ 地域出前講座

（津田公民館、乃木小学校 他）
➢ 職員研修

（推進チーム、各課SDGs推進員
への研修の定例化）

■モデル事業の推進
・34事業のうち23事業(67.6%)着手

（9/20現在）

・マーブル（7/6）
・BSS（7/16，23） など

懸垂幕の掲揚（6/17）

・７/18～
・新庁舎４階展示コーナー

啓発パネルの設置

・5月中旬～5月末
・＠しまね信用金庫ロビー

出張SDGs出前講座
・松江第一中学校
・生馬公民館
・各種団体
・松江市議会議員研修会（8/28） など

【只今準備中】

■推進体制の構築
・SDGs推進本部の設置（6/9）

・SDGs推進課に職員を増員（7/1）

➡松江財務事務所との人事交流

・第1回SDGｓ推進本部会議開催（8/31）

➡松江市のSDGsの進捗状況報告
➡職員向けSDGsセミナー開催
【講師】松江市SDGsアドバイザー

<市民パートナーシップ・アドバイザー>
島根大学 松本一郎 教授

・庁内各課の課長による推進チーム、窓口
となる係長級を推進員に選定（7/21）

➡研修、庁内浸透のための意見交換会
などの開催を検討

市立図書館リニューアル企画

10/1～31、入口の展示ケースにおい
て脱炭素先行地域・SDGs未来都市に
関する展示

※SDGs スタディパネル概要
川久保アドバイザーの研究室においてまとめられた
啓発ツールでSDGsに関する理解を促進し、行動を
誘発する学習ツール
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